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介護概論Ⅱ

社会福祉主事任用資格に関する科目

生活支援技術の基本　清潔の介護①　身体清潔の意義・目的

生活支援技術の基本　清潔の介護②　清潔介助の技術演習～恥ずかしくなく、気持ちよくできるには～

生活支援技術の基本　身じたくの介護　身じたくの意義・目的・技術演習～脱健着患の原則～

松葉　修孝

選択 / 2単位　(30時間） 講義 / 単独

社会福祉学習双書編集委員会「介護概論」全国社会福祉協議会、内閣府「高齢者白書」・「障がい者白書」、見て覚える介護福祉国試ナビ

参加意欲…10%、・小テスト・レポート課題…90%

生活支援技術の基本　終末期の介護①　終末期の介護の考え方

生活支援技術の基本　終末期の介護②　終末期支援の基本と留意点

認知機能が低下した人の理解と支援①　認知症とは？

認知機能が低下した人の理解と支援②　認知症の人への支援を考える

講義のまとめ

テキストの使用なし。

毎回作成するプリントに記述し、授業終了時に回収し、次回に返却する。

生活支援技術の基本　睡眠の介護　睡眠の意義・目的

生活支援技術の基本　排泄の介護①　排泄の意義・目的

生活支援技術の基本　排泄の介護②　排泄介助の技術演習～恥ずかしくなく、気持ちよくできるには～

授業の概要

及び

全体目標

到達目標

2年 後期 (3-4期) / 年間開講数　1講座

『介護』とは、狭義の意味としては１対１で行う援助の中で、その専門的な知識・技術を用いて展開される。しかし、広義の意味で捉えると、日本のみならず世界中で課題となる大

きな社会問題として捉えることができる。この介護概論Ⅱでは、介護概論Ⅰで学んだ広義の『介護』を踏まえ、狭義の意味である『介護』の理解を深めるため、様々な生活場面での

介護の目的や根拠を踏まえ、その生活支援技術についても学んでいく。また、社会問題となっている認知症についてもその概要と、援助の基本を学ぶ。

※実務経験のある教員等による授業

介護福祉士としての実務経験を活かして、具体的な実践記録を紹介

して授業を行っている。

生活を支える介護　生活支援技術の意義　～相手の立場に立つことの重要性～

生活支援技術の基本　食事の介護②　食事介助の技術演習～食事を安全でおいしく食べるために～

⑴介護の目的、機能及び介護の展開方法を理解する。

⑵介護と家政、看護・医療との関係並びに範囲について理解する。

⑶身体的及び精神的な変化に対する観察能力を身に付け、それらの変化に速やかに正しく対処できる能力を養い、保健・医療機関、専門職との連携、協力及び必要に応じたそ

の手助けをすることができるようにする。

⑷病気や遭遇しやすい事故についての知識をもち、それらに対する予防的措置を講ずることができるようにする。

生活支援技術の基本　移動の介護②　移動介助の技術演習～一般の街を車いすで移動してみよう～

生活支援技術の基本　食事の介護①　食事の意義・目的

授業の内容

生活支援技術の基本　移動の介護①　移動の意義・目的　ボディメカニクスの理解


